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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 

─  表紙に寄せて  ─ 

　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 

　今年に入って一気
に寒くなってきまし
たが、久住温泉に行
った時、真っ白に積
もった雪の中で子供
達は遊んでいました。
子供は元気いいです！ 

（A.S） 
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新しい年も明け､ 先生方も新たな気持ちで診療に励まれているこ

とと存じます｡

さて､ 次期診療報酬改定率が政府より発表され､ 技術本体でプラス0.42％という､ 実に８

年ぶりの引き上げでありました｡

｢たったの0.42％か｣ と思われた先生方も多いのではないかと推察いたします｡ しかしな

がら､ 以前の閣議決定で､ 毎年2200億円の社会保障費を削減することが決定されており､ し

かも､ 厚労省の社会保障審議会医療保険部会､ 社会保障審議会医療部会､ 自民党政調会内の

社会保障制度調査会の下に設定されている医療部会､ そして､ 中医協というように診療報酬

の改定にはたくさんの部署が複雑に関わってきます｡

このような条件下においては､ 例え0.42％と言えど

も､ プラスに転じたということは､ 大久保日歯執行部

の大変な努力の賜物であったと評価できるのではない

でしょうか｡

また､ 今回石井みどり先生を参議院に当選させたこ

ともその要因の一つだったといえるでしょう｡ 特に他

の医療関係団体の推薦候補が軒並み落選する中で､ 歯科医師会の会員が一致団結して職域代

表を国会に送り出したという事には大きな意味があったと思います｡ 要するに歯科医師会の

組織力が認められたという事ではないでしょうか｡ また､ 0.42％という数字は確かに小さい

と言えるかもしれませんが､ 次回の改定に希望が見えてきたということもいえるのではない

かと思います｡ この先､ 行政や政党がどのように変化しようとも､ 歯科医師会としての組織

力を弱体化させることだけは避けなければなりません｡ そのためには､ 未入会者対策の早急

な対応等をもって､ 組織力の維持に努めなければならないと考えます｡

本年度は､ この課題を念頭に置きながら､ それぞれの事業に対して､ より真剣に取り組ん

で行きたいと考えております｡

先生方の一層のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます｡

����������������
副会長 �� ��
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今年を振り返ると､ 100周年記念行事があ
り､ 大変ご尽力いただき感謝申し上げます｡
会務では､ 23日に社保の講演会があり大盛会
でした｡ 社保は先生方の生命線であることの
表れであると思います｡
22日に東京の方で日本リハビリテーション
病院・施設協会研修会に参加しましたが､ そ
こでも点数改正の動向についてという話があ
りました｡ ただし､ 自分達が要求している事
にはこういった裏付けのデータがあるという
話が主でした｡ 私達としてもこの点について
は見習っていきたいと思います｡ リハビリ５
団体を構成しているのは､ リハビリテーショ
ン病院・施設協会とリハビリ学会､ その他に
作業療法士会と理学療法士会､ 言語聴覚士会
があります｡ これら５団体が一緒になって､
厚労省と折衝しているという事です｡ 私達も
身近にいる衛生士会や技工士会と一緒に共闘
することも必要ではないかと考えます｡ 本会
も今まで以上に衛生士の教育に携わっていか
なければならないと思いますし､ 衛生士会や
技工士会との連携も深めていかなければなら
ないと考えます｡ 本日､ 支払基金の幹事会に
出席しましたが､ 歯科は19年３月から８月ま
での分についてですが､ 前年に比べて件数も
金額も下がったとのことです｡ 医科は逆に件
数も金額も上がっているとのことで､ 歯科界
の状況が非常に厳しい事を物語っていると思
います｡ そういった事を踏まえて､ 私達が今
やらなくてはいけないことは､ Ｐの長期管理
の問題と後期高齢者への対応をどうするかと
いうことになると思います｡ 20年度の診療報
酬について､ 歯科はプラスの0.42％となりま
した｡ 医科の方は薬価を含めますとマイナス
になりますが､ 自然増という形でデータが読
めない部分が出てきます｡ データで読める部
分と読めない部分がありますので､ 物事の本
質を見極めながら考えて行きたいと思います｡
慎重なる審議の程よろしくお願い申し上げま
す｡

会会務務報報告告 (自：11月22日～至：12月20日)

総 務：理事会､ 常務理事会､ 日歯理事会､
日歯常務理事会､ 日歯次期診療報

酬対策本部会議､ 第５次保健医療

計画 (素案)

学 術：学術パネル
社会保険：社保講演会
地域保健：8020ワークショップ及び事例報告

会､ 各郡市地域保健担当者会議､

県健康増進計画 (素案)

厚生管理：厚生管理講演会
広 報：熊歯会報編集・校正､ 報道関係者

との懇談会

学校歯科：学校歯科医研修会､ 学校における
フッ素洗口についての県議会での

答弁

医療対策：坂本弁護士の講演､ 県警との協議
会､ 医療相談苦情事例報告

センター・介護：熊本三会合同カンファレン
ス､ 在宅診療ワーキング委員会

調査ＩＴ：日歯ＩＴ化推進委員会
学 院：中島学園との懇談会､ 臨床実習場

反省会

国 保：理事会､ 後期高齢者医療制度への
対応

12月25日 (火) 午後５時から県歯会館第１会議室にて堤会長ほか吉田副会長を除く全役員と有
田連盟幹事長出席のもと議長を堤会長､ 議事録署名人を八木､ 高松理事として開催｡

点数改正に向けて努力

堤会長あいさつ
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会会務務報報告告そそのの２２
１. 財政援助団体等の監査の実施
２月15日 (金) に県監査委員による監査が

実施される｡ 県からの補助事業 (委託事業や

口腔保健センター) の監査が主になるため､

当日は各担当理事の出席が必要かどうかを問

い合わせることとした｡

２. 医療法に基づく医療機能情報公表制度
４月より実施されている医療機能情報公表

制度への対応として､ 県庁､ 県医師会と打合

せ行った｡ その結果､ 今年度中は､ 県が県医

師会にホームページに公開するまでの作業を

委託し､ 本会もそれに協力する形で進めてい

くこととした｡

３. 関係機関からの推薦依頼
○熊本県糖尿病対策推進会議委員の推薦依頼

について (小島副会長)

４. 熊本歯科衛生士専門学院図書室利用規程
今まで規程がなかったため､ 新たに作成し

た｡ 来年４月１日より施行する｡

５. 第13回熊本県歯科医学大会
２月３日 (日) 午前10時より県歯会館４階

ホールにおいて､ 鈴木尚先生を講師として開

催する｡

６. 平成20年１月・２月・３月の行事予定
通常代議員会・通常総会を､ ３月22日 (土)

に開催することとした｡

なされた｡

７. 口腔ケアと口腔リハビリ研修会のご案内
２月16日 (土) 午後３時より県歯会館４階

ホールにおいて､ 黒岩恭子先生を講師として

開催することした｡ 実習を含むため､ 参加者

は先着100名､ １名あたり1000円の参加費を

徴収することとした｡

８. 在宅歯科診療担当者選出の御願い
各郡市に人口２万人に１人か各市町村に１

人かの在宅歯科診療担当者を選出してもらう

こととした｡

９. 旅費支給規程内規の一部見直し
県外出張の場合の旅費・日当について､ 日

帰りの場合は１泊２日分を､ それ以外は実際

の宿泊日数にあわせて支給することとした｡

10. 各会計11月末現況
本会一般会計ほか各会計について報告がな

された｡

11. 日歯報告
堤会長より日歯で入手した資料で､ 重要な

部分を抜粋したものの紹介があった｡

12. その他
○10月１日に実施された県の公益法人の立入

検査の結果通知があり､不適切な事項は特

に無かった｡

協協 議議
１. 推奨歯科医院制度(案)について [継続]
原案どおり承認し､ ３月の通常代議員会に

議案として提出するか継続審議とした｡

会員が設問項目で自己採点したものについ

ては､ 無記名で郡市名だけ記入してもらい提

出してもらうこととした｡ なお､ 終身会員に

ついては､ 講演会等への参加など必須項目を

免除することとした｡

２. 平成20年度各委員会の事業計画並びに予
算 (案) について [承認]
原案どおり承認し､ ３月の通常代議員会・

総会に議案として提出することとした｡

３. 九地連協議会に伴う提出協議題について
提出協議題があれば､ １月７日 (月) まで

に浦田専務理事へ申し出ることとした｡

４. その他
○歯科医院のスタッフの間で､ インターネッ

トを利用したねずみ講のようなマルチビジ

ネスの勧誘が流行しているとのことで､ 全

会員へ注意を呼びかける文書を送付するこ

ととした｡

５. １月当面の行事予定について
小島副会長により確認された｡

(広報 宮坂 圭太)



郡市名 実 施 月 日 各郡市
会員数

会員受
診者数

受診率
(％)

会員外受診者数 総受診
者数従業員配偶者 計

熊 本 市 ９月４日�～７日� 339 175 52% 626 74 700 875

宇土郡市 ９月１日� 26 17 65% 50 5 55 72

玉名郡市 ９月27日� 48 31 65% 90 9 99 130

荒 尾 市 ８月４日� 29 10 34% 68 5 73 83

鹿本郡市 ９月13日� 36 19 53% 58 7 65 84

菊池郡市 ９月11日� 53 36 68% 113 6 119 155

阿 蘇 郡 ８月25日� 28 16 57% 35 2 37 53

上益城郡 ９月４日�～７日� 23 6 26% 45 2 47 53

下益城郡 10月13日� 27 15 56% 68 7 75 90

八 代 ９月15日� 71 40 56% 166 20 186 226

水俣･芦北郡市 ９月15日� 20 16 80% 45 6 51 67

人 吉 市 ９月１日� 28 19 68% 50 12 62 81

球 磨 郡 10月６日� 13 7 54% 41 4 45 52

天草郡市 ８月25日� 42 22 52% 104 5 109 131

特別会員 23 0 0% 0 0 0 0

合 計 806 429 53% 1,559 164 1,723 2,152
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％と昨年より所見ありが3.8％増加しており､

この10年間を見ると､ 各年度で若干の増減は

あるものの約10％所見あり (異常者) が増加

している｡

[表３] 有所見別では､ 男性に高血圧､ 高

脂血症が多く､ 女性には肝機能､ 膵臓機能､

貧血系､ 尿異常の有所見が多い傾向にあるよ

うであった｡ (尿異常については昨年度の２

倍以上の有所見者数になっていたため､ 業者

に確認したところ､ 判定基準の変更によりこ

のような数いなったという報告を受けている｡)

今年度の健診結果で要精密検査の項目があ

りましたら､ 医療機関にて精密検査をお受け

になりますようお願いいたします｡

また､ 今回の検査結果を受診者の方々の今

後の健康管理､ 維持にてお役立て頂ければと

思います｡

開設者には年一回の従業員健康診断の受診

が義務づけられておりぜひスタッフの方々に

県歯科医師会主催の健康診断を受診されます

ようにご指導頂きますとともに､ より多くの

会員の皆様に受診して頂けますよう重ねてお

願いいたします｡

なお､ 健康診断についての御意見､ 御要望

などございましたら､ 厚生管理委員会までお

寄せ下さい｡

������������ 順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調にににににににににににににににににににににににに増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

―平成19年度健康診断―

本年度の健康診断は､ ８月25日の阿蘇郡市

及び天草郡市を皮切りに､ ９月､ 10月と下記

の日程にて実施致した｡ 各郡市厚生担当の先

生方のご協力で､ 無事に終了することが出来

きありがとうございました｡

平成19年度の受診状況をみると [表１] 平

成18年度と比較して総受診者数が94名の増加

となっており増加率でみると会員が5.7％の

増加､ 配偶者､ 従業員が4.3％､ 全体で4.6％

の増加であった｡ 昨年受診者数が初めて2000

名を超え､ 本年も順調に増加している｡

健康診断項目については基本項目､ 追加項

目の両項目とも昨年度と同様の内容にて実施

した｡

[表２] の年度比較集計をみると､ 所見な

し (昨年度までは正常者と表現) は82.8％､

所見あり(昨年度までは異常者と表現)は67.2

�� ������
[表１] 平成19年度 健康診断受診者数及び受診率
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年度比較 所見なし 所見あり

平成10年度 42.1% 57.9%

平成11年度 37.4% 62.6%

平成12年度 39.5% 60.5%

平成13年度 38.5% 61.5%

平成14年度 35.2% 64.8%

平成15年度 37.1% 62.9%

平成16年度 38.1% 61.9%

平成17年度 35.5% 64.5%

平成18年度 36.6% 63.4%

平成19年度 32.8% 67.2%

[表２]

項 目 男 性 女 性

心 電 図 39 97

電 解 質 6 7

高 血 圧 171 107

尿 異 常 73 456

肝 機 能 241 387

膵臓機能 11 29

糖 代 謝 56 25

腎臓機能 9 37

高脂血症 334 322

貧 血 系 64 220

胸部X線 45 38

[表３] 平成19年度熊本県歯科医師会項目別有所見者数
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(中山 万弘)
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12月16日 (日) 県歯会館４階ホールにて､

予防歯科講演会の第２弾として､ マクロン代

表取締役 松岡光孝氏をお招きし､ 講演会が

開催された｡ 浦田専務より｢歯科医師会とし

ても､ 予防をスタンダードにという事で､ 学

術の面・社保診療の面から､ いかに取り組む

か､ また今回､ 具体的にどのようにして日常

臨床に取り込んでいくか等学んで欲しい｡｣

との挨拶の後､ 前回のおさらいから松岡氏の

講演が始った｡

前回の講演内容要旨

・これからの歯科医院を取り巻く環境の変化

・ビジョン構築とスタッフとの共有の大切さ

・定期管理 (予防歯科) システム構築法

・導入期成長期成熟期に何を行うか

・医院活性化のためのミーティング手法

本日の講演の主題である ｢継続来院を成功さ

せる３つのポイント｣ へと会は進行した｡

継続来院を成功させる３つのポイント

１ 定期管理 (予防歯科) システム構築法

・ＤＨカウンセリング

・リコ－ルオリエンテーション

・定期健診と定期検診

２ 継続来院→信頼関係構築→補綴コンサル

ティグ

３ 医院活性化のためのミーティング

を挙げ､ フリーランスの内場絹代歯科衛生士

と森永歯科医院 徳永恵美子フロアマネ－ジャ－

の実演も交え具体的に何をすべきか解説され

た｡

予防歯科のメリットは

①患者利益＝歯が残る､ 健康な人生

②歯科医師は､ 診療時間を確保できる

③固定収入増加､ 経営の安定

④スタッフの責任＝やりがい にある｡

３つポイントをうまく起動させるためのス

タッフミ－ティングについて､ Ｐ プラン

(計画)､ Ｄドゥ－ (実行)､ Ｃ チェック

(検証確認)､ Ａ アクション (改善) の繰り

返しが大切であると話された｡

最後に､ 私達は何の為に働くのかと問われ､

人間成長､ 来院者の健康回復健康維持ＱＯＬ

向上・幸せ､ 歯科医療を通しての社会貢献､

医院をさらに良くするためにと答えられた｡

スタッフと院長がいかにビジョンを共有でき

るか､ 積小為大の心がけを話され午前は終了

した｡

午後は､ ３医院のスタッフ発表が行われた｡

Ａ歯科医院

通院しやすいシステムと環境作りを私達の

使命､ みんなでワクワク楽しみながらを理念

とし､ ３年前の診療システムと現在を比較し

話された｡､ 初診からメインテナンスまでの

流れ､ リコ－ルオリエンテ－ションの意義､

３種類の診察カード､ 歯ッピーキッズ､ オー

ラルエステ､ 定期健診管理シート等 大変参

考になる発表だった｡

Ｂ歯科医院

心と身体と地球にも優しい歯科医療をコン

セプトに､ 歯科医療従事者として幸せとは､

今ある事に感謝できること“口福楽笑”(何

歳になっても口に福の神が宿る笑いの絶えな

い豊かな人生) を目指して として自院の取

り組みを発表された｡ 診療室の癒しへの取り

組み､ 症例検討会での処置の再評価､ 早朝自

������������ 院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化とととととととととととととととととととととととと患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度((((((((((((((((((((((((信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度))))))))))))))))))))))))向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上

―院長とスタッフがともに取り組む―�� ������
ミーティング実習
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主勉強会､ コンサルテーションの疑似体験実

習､ セミナーの積極的参加で知識技術の向上

等具体的に発表された｡

Ｃ歯科医院

県内でも老人の多い地域のため､ 高齢者に

も優しい医療を目指して､ 患者への言葉使い

の徹底､ 診療室の充実､ リラックスできる待

合室作り､ 送迎車や補聴器・老眼鏡など細部

に渡る環境作り気配りは大変参考になった｡

院内で学術委員会があり､ 各種イベント (こ

どもクラブや母親学級等) のスタッフ協働､

朝礼ノートなど院内コミュニケーションの充

実､ 院外でも積極的に地域と関わりを持つ事

の大切さの発表があった｡

３医院ともしっかりと院長とスタッフのビ

ジョンの共有がされており､ 実践・検証・改

善のシステムが確立している所が共通してい

た｡

質疑応答では､ 松岡講師と各医院の発表者

が前席に座り行われた｡ なぜ､ あなた (スタッ

フ) は自主的に動くのか？スタッフの目から

見て明日院長は何をすべきか？等､ 今までの

講演会では聞けないような現場の生の声が､

新鮮だった｡

大変有意義な研修会も終わり､ 最後に竹下

理事から松岡講師・３医院の発表者へ謝辞が

あり､ この講演会が少しでも役に立ちますよ

うに明日から出来ることをしっかり皆さんや

りましょうという言葉で閉会した｡

(厚生管理 浦田 琢二)

竹下理事から謝辞

平成19年度通常代議員会・通常総会のお知らせ

下記の通り平成19年度通常代議員会・通常総会を開催いたし

ますのでお知らせします

記

通常代議員会 日時：平成20年３月22日 (土) 午後２時

会場：熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール

通 常 総 会 日時：平成20年３月22日 (土) 午後５時

会場：熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール
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12月23日 (日) 午後１時30分より社会保険

講演会が歯周治療と訪問診療について２部に

分けて県歯会館４階ホールで行われた｡ 年末

の連休初日にもかかわらず参加者300名を超

え､ ３階の視聴覚室のモニターまで使用する

ほどの盛況であった｡

中嶋常務理事の挨拶で､ 歯周病の進行した

患者にとって本当に必要であればパノラマ10

枚法､ 精密検査を行い､ 診断をしっかりした

上で治療に取り組んでもらいたい｡ また､ 訪

問診療においては後期高齢者医療の導入によ

り今後需要が増加する可能性があり積極的に

訪問診療を行う必要が出てくるので複雑な請

求方法等を理解してほしいと今回の講演会の

趣旨についての説明があった｡

第一部の歯周治療においては､ まず平成14

年に作成された歯周治療の手引きを改定した

平成19年度版の手引きに沿って歯周治療の流

れを説明した｡ その後歯周精密検査の検査方

法及び記載方法においてはポケット測定の順

序や整合性や測定圧についての説明､ 動揺度

測定においてはミラーの分類の説明､ 精密検

査及びパノラマ等の算定について説明､ パノ

ラマ､ デンタル10枚法の所見記載方法につい

て､ またP治療の算定事例の点数の比較を行

い､ 精密検査を算定した場合､ 負担金も増え

るのでしっかり説明した上で行なう必要があ

ることを強調した｡

第２部の訪問診療においては複雑な請求方

法についての説明が行われた｡ まず歯科訪問

診療の依頼があった場合､ 施設か居宅に分け

られる｡ 施設の場合､ 医療保険のみの請求と

������������ � ��� �
今回の資料は県歯ホームページを御参照下さい
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―社保講演会―

なる｡ 居宅の場合､ 介護保険非認定か要介護

(要支援) 認定者かに分類される｡ 介護保険

非認定者の場合､ 医療保険のみで請求される｡

要介護認定者で介護保険を利用する場合､ 医

療保険と介護保険を併用して請求する｡ 要介

護認定者で介護保険の利用を拒否された場合

医療保険のみでの請求となる｡ このように医

療保険単独か介護保険との併用かに分けられ

る｡ 介護保険との併用の場合医学管理 (指導

料) は介護保険が医療保険より優先されるな

ど介護保険の原則があるので注意が必要であ

る｡ 歯科訪問診療と介護保険における文書提

供の記載方法やカルテ・レセプト記載例につ

いても実例を挙げて詳しく説明された｡

年末にもかかわらず講演会に多数参加され､

いかに会員が日常診療に危機感を感じ､ 社保

に対する関心が高いかを痛感する講演会となっ

た｡

なお､ 今回の講演会の資料は熊本県歯科医

師会のホームページ (会員のページ) にアッ

プロードしていますので､ 当日､ 出席できな

かった先生方も是非ご覧下さい｡

(社保 田中 栄一)



―忘 年 会―

12月15日 (土) 午後５時
より､ 嘉島町の ｢とくなが｣
において忘年会が行われた｡
今年は､ 来賓として県の執
行部から堤会長､ 小島副会
長､ 浦田専務理事の３名を
お招きした｡ まず堤会長に

後期高齢者医療制度改革に伴うこれからの歯
科医師の取り組みについて１時間程度講演い
ただいた｡
その後席を移して忘年会が始まり､ 堤会長
より ｢県歯100周年記念では､ なにかとお世
話になりました｡ 来年が保険点数改正等も含
めて少しでも良い年になるように県歯として
も頑張っていきたいと思いますので､ ご指導
ご鞭撻のほど宜しくお願いします｡｣ と挨拶
があり､ 続けて上益城郡歯科医師会江藤会長
が ｢堤会長お忙しい中､ 今後の歯科医療を考
えるうえで貴重な講演をしていただき誠にあ
りがとうございました｡ 本日は､ 県歯中枢の
３人の先生方にお越し頂いていますので､ 質

問､ 相談等ありましたらこの機会を利用して
お聞き頂きたいと思います｡ 県歯にも色々お
世話になる事が多々あると思いますが､ 上益
城郡歯科医師会は非常にまとまっております
ので､ 今後ともよろしくお願いいたします｡｣
と挨拶を行った｡
神戸会員の乾杯の音頭で酒宴が始まり､ 杯
を酌み交わしながら日歯や県歯の事について
様々な意見や質問等を３人の先生方に説明し
て頂き､ 県執行部の考えや対処が良く理解で
き､ 色々な話もできて忘年会は大盛り上がり
であった｡ (佐藤 昭彦)
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上益城郡

12月１日 (土) 熊本市
産業文化会館６Ｆ視聴覚
室において､ 午後３時30
分～５時30分宇城三郡市
合同学術講演会が開催さ

れた｡ 今回は､ 九州歯科大学口腔機能発達分
野 牧 憲司教授をお招きして 『幼若永久歯
の歯肉療法』 と題し講演頂いた｡
①歯萌出のメカニズムと萌出に伴う障害へ
の対応・幼若永久歯の特徴②幼若永久歯の歯
内療法(Apexification, Apexogenesis)③乳歯
及び幼若永久歯外傷の処置④新しいApexifi-
cationの薬剤などについて､ 症例を提示しな
がら詳しくご教授頂いた｡
臨床において､ 歯萌出障害やう蝕の進行に
伴う乳歯及び幼若永久歯の歯髄処置の困難性
を感じることは少なくない｡ 本講演は私たち
開業医にとっても分かりやすく､ 今後の臨床

に大いに役立てる内容であった｡
講演終了後､ 宴会場に場所を移し､ 牧教授
を囲んで懇親会及び忘年会が行われた｡ 上益
城郡江藤会長の挨拶と乾杯の音頭と共に酒宴
が始まり､ 今年最後の杯をかわし宴会は大い
に盛り上がった｡ 最後は宇土郡市 勇副会長
の一本締めで会は終焉となった｡

(青山 泰子)

―上益城､ 下益城､ 宇土郡市合同学術講演会―

�����������
宇土

牧教授と三郡市会長

今年もおせわになりました！



―忘 年 会―

１月11日 (金) 人吉市の
鮎の里にて､ 人吉市歯科医
師会新年会がおこなわれた｡
熊埜御堂会長の年頭の挨拶
にはじまり､ 緒方俊博会員
の米寿のお祝い､ 今藤隆文
会員の学校保健功労表賞の

お祝い､ 那須智治会員の日本歯科医師会会長
表彰のお祝いと､ 新年からおめでたいことず
くしでした｡ 県歯より上田副会長がこられて
各会員に祝辞を述べられ､ また熊埜御堂会長
から各委員にお祝いが渡されました｡ 歓談中
はジャンケンゲームが行われ那須会員で二重
の喜びでニコニコでした｡ この後もビンゴゲー

ムによる豪華景品争奪で身を乗り出す会員も
いた｡ 余興の最後をかざり､ 花田雅弘会員に
よるハーモニカで幕を閉じました｡ アメリカ
ナイズされない､ 患者さんに優しい社会であ
りますように｡ (瀬戸 雄行)
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人吉

社)鹿本郡市歯科医師会
では､ 自院の救護体制の
確立と地域への貢献とい
う観点から､ 会員全診療
所へのＡＥＤの設置を平

成19年12月の臨時総会で決定した｡ 新年１月
24日に使用法の研修会を実施､ 各医院に設置
を開始した｡
ＡＥＤの設置数は山鹿保健所調べで山鹿市
28台､ 植木町16台 (計44台・平成19年度末)
という現状である｡ 第５次鹿本地域保健医療
計画 (案) の策定では､ 病院前救護体制の確
立という面から､ ＡＥＤ設置台数の目標値を
５年後に112台としている｡ そもそも高価な

機器のた
め､ 使用
法を研修
しても設
置数が不
足してい
るとの住
民からの指摘が今回の設置の発端である｡
今回の歯科医師会のＡＥＤ設置で山鹿市21
台､ 植木町10台 (計31台) の増加となる｡ 何
よりも ｢歯医者さんにＡＥＤ｣ という ｢住民
の安心｣ という医療機関としての責任が果た
せると思う｡
また､ トレーニング用のキットも１台購入
して､ 各医院のスタッフにも使用方法を習熟
するように計画している｡
昨年秋よりＡＥＤ購入検討委員会をつくり､
設置規定､ 機種選定を検討してここにたどり
着いたわけであるが､ 山鹿市､ 植木町の行政
や山鹿保健所からも高い評価を受けている｡
今後は市民の安全安心のための ｢ＡＥＤマッ
プ｣ の作成や市町村広報に協力し､ ＡＥＤの
設置を広く住民にお知らせしたい｡

(宮坂 圭太)

―地域の救護体制に貢献―

�������������������������
鹿本郡市

大いに盛り上がる会

全会員にＡＥＤを配布

会員とＡＥＤ32台



―新 年 会―

１月18日 (金) 午後７時
より､ 水俣芦北郡市歯科医
師会新年会が芦北の野坂屋
で開催された｡
新年会に先立ち野村健一

郎会長より昨年の石井みど
り参議院選挙に対する報告

とお礼があり､ 選挙に対する反省点や今後の
課題については酒を酌み交わしながら､ 屈託
のない皆様の意見を受けたまわりたいと述べ
られた｡
今回の新年会は三宅篤子会員の古希のお祝
いを兼ねて行う予定であったが､ 残念ながら
都合によりご欠席されたので､ 後日記念品を
贈呈することになった｡
会長の年始の挨拶に続き､ 伊藤俊一会員の
乾杯の御発声で開宴となった｡
今年も例年通りご家族同伴で行われ22名の
出席があった｡
その中には昨年の暮れにめでたくご結婚され､
新婚ほやほやの井上真樹会員の奥様や､ 若井

篤会員のご令嬢の姿もあり和やかに進んだ｡
今回は初めて芦北での新年会となり､ 水俣

の先生方にはご迷惑をおかけしたが､ 野坂屋
の風情ある木の香りする和室は雰囲気も良く､
料理も和洋折衷の会席料理で美味しいと評判
で､ 酒の量も進み､ 日頃の診療や家族のこと､
趣味の話しや今年の抱負などで大いに盛り上
がり有意義な新年会となった｡
最後に､ 今年一年､ 皆様の健康と歯科医師

会のさらなる発展を願い､ 深水達会員の一本
占めでお開きとなった｡ (鬼塚 友文)

����������� 熊歯会報Ｈ.20.２
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水俣･芦北

１月25日 (金) 午後６時
30分から､ 司ホテルにて､
玉名郡市歯科医師会新年会
が開催されました｡ 安田専
務理事の司会で会は粛々と

進行した｡ 開会に続き､ 増田玉名郡市会長､
堤県歯会長､ 野田毅衆議院議員､ 島津勇典玉
名市長にあいさつをいただいた｡ 増田会長は､
昨年度を振り返り､ 参議院議員選挙､ 防衛省
汚職事件､ 食品偽装事件といった社会問題や､
歯科医師会と関係する石井みどり議員の当選､
玉東町の小中学校でのフッ化物洗口の実施､
8020達成者が20％を超えたことなどを話され
た｡ 堤会長は､ 石井みどり議員の活躍などに
より､ 平成20年度の診療報酬改定が６年ぶり
にプラス改定となったことや平成20年度の保
険点数の貼り付け作業を東京で行なっている
ことなどを話していただいた｡ 野田議員は､
ご専門の税制問題についての持論を話され､
次回の衆議院議員選挙では､ 小選挙区の林田

議員､ 比例区の野田議員への支持の依頼があっ
た｡ 島津市長は､ 参議院議員選挙での歯科医
師会の活躍と玉名の学校保健を通して良い関
係が作れることを願っていることなどを話さ
れた｡ 舛井幸輔有明保健所長に乾杯のご発声
で懇親会が始まり､ 厚生委員会の会員による
ビンゴゲームがあり､ 吉田荒尾市会長の三本
締めでお開きとなりました｡ 良い年となるこ
とを全会員で願った｡ (桐野 美孝)

―新 年 会―

����������
玉名

宮島清子会員を囲んで

６年ぶりのプラス改定に
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

豊田 征介 先生
平成19年12月21日 ご逝去 68歳�郡 市 名：上益城郡�入会年月日：昭和43年４月25日
松原 俊文 先生
平成20年１月７日 ご逝去 59歳�郡 市 名：天草郡市�入会年月日：昭和51年11月25日

玉名郡和水町 (なごみまち) の九州自動
車道､ 菊水インターチェンジから玉名方面
に向かってすぐ､ 菊水ゴルフ倶楽部入口付
近にオーストラリアのレンガ住宅を改装し
たレストランがある｡

月曜日定休日 (月曜日が祝日の場合火曜振替､
人数や予算で月曜日も応相談)
[ランチ] 11:30－14:00(ラストオーダー)

￥1500から
[ディナー] 17:30－21:00(ラストオーダー)

￥2000から
住所 玉名郡和水町原口741 TEL0968-86-3200

本田シェフは｢ホテルキャッスル｣で17年
間半､ その腕をふるい､ 生まれ故郷の旧菊
水町の要請で ｢菊水ロマン館｣ のレストラ
ン開設に協力｡ 2007年５月にこの地にレス
トランを開店した｡ 小人数から30名ほどの
パーティーもできる部屋がある｡ リーズナ
ブルで料理が楽しめるお店である｡ ただひ
とつ欠点はひとりハンドルキーパー (飲ま
ずに皆を車で送り届ける役目の人) が必要｡

��� �����
欧風料理

シェ・ホンダ

厳選した無農薬野菜や有機栽培の食材を
使用した欧風料理

至山鹿市

菊水ひまわり園
きくすいの里

和水クリニック

玉名消防署
和水菊水分署

至玉名市

菊
水
イ
ン
タ
ー 馬

肉
専
門
店

九
州
自
動
車
道

至福岡

至熊本

菊
池
川

シェ･ホンダ
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会 務 報 告 自　平成19年12月21日 
至　平成20年 1月24日 

 

堤会長 

100周年記念史編集委員会　（１）記念史校正 

宮闢書記 

大阿蘇会忘年会・厄入りの会（熊本市） 

堤会長 故豊田征介会員告別式弔辞奉呈（山都町） 

堤会長 

医療機能情報公表制度打合せ（県庁） 

堤会長、２副会長他全役員、有田幹
事長 

会長出務 

浦田専務理事、竹下・高松理事他６
名 

支払基金幹事会（支払基金） 堤会長 

第10回理事会  
（１）推奨歯科医院制度（案）（２）平成20年度各委員会の事業計画並びに予算（案）
（３）九地連協議会に伴う提出協議題　ほか 

藤枝社労士、職員５名 

医療機能情報提供制度打合せ 

堤会長 

人事制度プロジェクトチーム第11回会合 

浦田専務理事 

社会保険事務局・永田医療管理官との面談 

100周年記念史編集委員会　（１）記念史校正16校 

堤会長、浦田専務理事 

 

第６回県保健医療推進協議会計画検討専門委員会（県庁） 

小島副会長 

日本リハビリテーション病院・施設協会第５回理事会・忘年会（東京コンファレンスセ
ンター・品川） 

前野委員長他６委員 

平成19年度第１回リハビリテーション研修会（浜離宮朝日ホール） 

堤会長 

堤会長 

熊本地域リハビリテーション支援協議会総会・特別講演（ニュースカイホテル） 

仕事納め式  

堤会長 会長出務 

堤会長、浦田専務理事 仕事始め式 

堤会長、浦田専務理事 九州各県専務理事会 

前野監事・片山監事 月次監査 

上田副会長 鹿本郡市新年会（山鹿市） 

吉田副会長 八代新年会（八代ロイヤルホテル） 

堤会長、小島副会長、浦田専務理事、
西野常務理事、緒方委員長他全委員 

第１回定款・諸規則等検討委員会 
（１）定款並びに諸規則の見直しについて（２）会員種別について 

堤会長 会長出務 

堤会長他常務理事以上役員 
第21回常務理事会 
（１）平成20年度年間行事予定（２）口腔保健センター日祭日診療の廃止（３）定款の一
部改正（案）　ほか 

（社）日本歯科商工協会新年賀詞交換会（東京（ホテルグランドパレス）） 堤会長 

故松原俊文会員告別式弔辞奉呈（上天草市） 吉田副会長 

第19回日歯常務理事会（日歯会館） 堤会長 

日歯次期診療報酬対策会議（日歯会館） 堤会長 

熊本民事調停協会新年会（ＫＫＲホテル） 前野監事 

第２回熊本県医療審議会（県庁） 堤会長 

堤会長 

人吉市新年会（人吉市） 上田副会長 

熊本市中央支部新年会（熊本市） 堤会長、浦田専務理事 

100周年記念史編集委員会　（１）記念史校正17校 前野委員長他６委員 

会長出務 堤会長 

理事会勉強会 小島副会長他12役員 

第20回日歯常務理事会（日歯会館） 

12月21日 

　22日 

　26日 

23日 

27日 

25日 

28日 

1月4日 

5日 

7日 

9日 

10日 

12日 

18日 

19日 

8日 

11日 

15日 

17日 

総　務 

出　　　　　席 摘　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

日歯次期診療報酬対策会議（日歯会館） 堤会長 

人事制度プロジェクトチーム第12回会合 

100周年記念史編集委員会　（１）記念史校正17校 

藤枝社労士、職員５名 

100周年記念史編集委員会　（１）記念史校正17校 前野委員長他６委員 

前野委員長他５委員 

前野委員長他５委員 

H.20.２ 
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1月19日 

21日 

22日 

菊池郡市新年例会（ホテルキャッスル） 

田中明先生叙勲祝賀会（ＫＫＲホテル熊本） 

吉田副会長 

会長出務 

第22回常務理事会 
（１）平成19年度通常代議員会次第・報告・議事・協議（案）（２）平成19年度通常総会
次第・報告・議事・協議（案）（３）会員種別　ほか 

堤会長 

第18回日歯戦略会議（日歯会館） 

堤会長 

第11回日歯理事会（日歯会館） 

堤会長他常務理事以上全役員 

日歯次期診療報酬対策会議（日歯会館） 

堤会長 

24日 

23日 

1月17日 

19日 

1月23日 

総　務 

学　術 

社　保 

出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

菊池郡市新年例会（ホテルキャッスル） 

社保個別相談会　相談者：１名 

社会保険委員会 
（１）「保険だより」（２）「保険診療のヒント」（３）個別相談会　ほか 

保険個別指導（県庁） 

社会保険講演会　受講者：350名 

熊本市東部３支部新年会（熊本市） 

保険個別指導（県庁） 

玉名郡市社会保険研修会（玉名文化センター） 

社会保険個別相談会　相談者：６名 

熊本県診療報酬支払基金研修会（支払基金） 

地域保健委員会　（１）子育て応援団すこやか2008（２）委託事業（青壮年期の歯科疾患
削減モデル事業）（３）平成20年度歯の衛生週間事業　ほか 

早産予防事業に係る中間報告会（天草市中央保健福祉センター） 

地域保健小委員会　（１）各郡市地域保健担当者会議 

地域保健委員会 

第３回県健康づくり県民会議幹事会（県庁） 

厚生・管理委員会 

広報委員会　（１）熊歯会報２月号・編集 

広報小委員会 

学校歯科委員会　（１）学校歯科医研修会について 

学校歯科委員会（１）学校歯科医研修会について 

学校歯科小委員会（１）学校歯科医研修会について 

県高等学校保健研究協議大会（県薬剤師会館） 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査会（県総合福祉センター） 

平成19年度熊本県学校保健会合同研修会（水前寺共済共済会館） 

平成19年度第２回学校歯科医研修会　参加者107名 

 

医療対策委員会 
（１）医療相談苦情事例報告（２）会員対象講演会（３）各郡市担当者会 

医療相談　（１）各郡市担当者会議（２）会員向け講演会（３）医療トラブル 

医療対策委員会　（１）医療相談苦情報告（２）会員対象講演会（３）各郡市担当者会議 

広報小委員会　（１）会報１月号・２校 

熊日・ＲＫＫ新春交礼会（ホテル日航） 

 

国保診療報酬審査委員会新年会（熊本市） 

リハビリテーション病院協会「口腔リハビリテーション推進委員会」（東京・品川） 

 学術小委員会　（１）パネル打合せ 

18日 

19日 

23日 

1月16日 

18日 

21日 

23日 

24日 

1月24日 

12月25日 

1月7日 

16日 

23日 

12月23日 

1月5日 

12日 

17日 

18日 

19日 

12月27日 

1月9日 

11日 

1月9日 

12日 

16日 

堤会長 

伊藤理事、松永委員長他２委員 

 伊藤理事 

中嶋常務理事、勇理事、前田委員長
他全委員 

中嶋常務理事、勇理事、前田委員長
他全委員 

中嶋常務理事、勇理事、前田委員長
他全委員 

 

 

 

前田委員長 

勇理事 

高崎委員 

前田委員長、高崎委員 

中嶋常務理事、勇理事、前田委員長
他６委員 

中嶋常務理事 

八木理事、川瀬委員長他全委員 

八木理事、川瀬委員長他全委員 

八木理事、小田副委員長 

八木理事 

八木理事他２委員 

宮坂理事、加藤委員長、立本副委員長 

竹下理事、瀬井委員長他全委員 

宮坂理事 

宮坂理事、加藤委員長他全委員 

宮坂理事、加藤委員長他4委員 

渡辺常務理事、田上委員長他４委員 

渡辺常務理事、田上委員長、岩本副
委員長他全委員 

渡辺常務理事、田上委員長、城・桐
野委員 

吉田副会長 

西野常務理事 

渡辺常務理事、田上委員長 

犬束理事他２委員 

犬束理事他７委員 

吉田副会長、渡辺常務理事、田上委
員長、岩本副委員長他全委員 

犬束理事他６委員 

堤会長 

堤会長 

上田副会長 

厚生・管理 

地域保健 

広　報 

学校歯科 

医　対 

H.20.２ 



熊本市・城北地区 　日　時： 平成20年3月24日（月）午後7時 
　　　　　　　　　 会　場： 熊本市民会館 
          
天　 草 　郡 　市    日　時： 平成20年3月26日（水）午後7時 
　　　　　　　　　 会　場： 肥後銀行天草支店 
          
八 代・城 南 地 区    日　時： 平成20年3月27日（木）午後7時 
　　　　　　　　　  会　場： 八代ハーモニーホール 

 熊本社会保険事務局主催 
平成20年度診療報酬点数改定説明会 

◎詳細は後日、熊本社会保険事務局より通知がございますので、万障繰り合わせの上、
必ずご出席下さいますよう宜しくお願い申し上げます。 
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医療対策小委員会 
（１）各郡市医療相談担当者会議（２）医療安全管理マニュアル（３）医療トラブル 

センター・介護委員会 
（１）住宅歯科診療担当者選出（２）口腔ケアと口腔リハビリ研修会（３）摂食嚥下障害
審査判断と治療計画　ほか 

障害児口腔ケア事業打合せ　平成19年度障害児口腔ケア地域リーダー育成事業実施要項
について合せ 

1月22日 

1月11日 

16日 

犬束理事、前野監事他３委員 

松岡理事他４委員 

松岡理事２名 

医　対 

後期高齢者住宅口腔ケアワーキング委員会　 
（１）２／16口腔ケアと口腔リハビリ研修会について（２）２／17黒岩先生デモンストレ
ーション（３）訪問歯科診療について 

菊池郡市新年例会（ホテルキャッスル）） 

調査・ＩＴ委員会 
（１）事務局文書保存及びサーバ等（２）医師・歯科医師・薬剤師調査の概況 

介護者歯科実技研修事業　第４回作業部会　２／９・10のスケジュールについて 

学院臨床実習場反省会　実習場歯科医24名・歯科衛生士31名 

学院始業式（学院） 

学院研究テーマ発表会 

学院一般一次入学願書受付（至25日） 

第７回国保理事会（臨時） 
（１）特定健診・保健指導（２）後期高齢者医療制度への組合の対応 

九歯連常務理事会（大分市） 

九歯連協議会（大分市） 

九歯連役員会（大分市） 

九歯連事務担当者連絡会（大分市） 

松岡理事・松本委員長他４名 

松岡理事他４委員 

松岡理事 

上田学院長他全役員 

上田学院長 

 

高松理事、小野委員長他２委員 

 

堤理事長他全役員 

上野常務理事 

堤理事長 

田代主任 

堤理事長、上野常務理事、矢毛石監
事他１名 

18日 

19日 

12月21日 

22日 

1月17日 

1月8日 

11日 

12月27日 

20日 

1月19日 

出　　　　席 摘　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

センター 
・介護 

調査・ 
ＩＴ 

学　院 

国　保 



随時加入募集中!!団体保険のご案内 

① 疾病・災害、いずれも保障の対象！ 
② 入院給付金は１日目からお支払します 
　　入院給付金額はプランにより日額5,000円～15,000円の中から選べます。　　 

③ 通算 1,000日分の入院給付金のお支払（１入院は60日まで） 
④ 最高89歳まで継続更新可能 
⑤ 配偶者･お子様もご加入可能 
 

① 割安な保険料で高額保障 
   　災害に起因する死亡の場合は、災害保険金が上乗せされます。 

② 高度障害保険金･障害給付金も準備されます  
③ 最高 75歳まで継続更新可能 
      70歳以降は、加入限度額が小さくなります。 

④ 災害入院給付金もプラス 

　この保険は１年ごとに収支計算を行ない剰余金が生じたときは配当金としてお
返しするしくみになっております。 
　Ｈ18年度の配当金個人還元率は、約20％（年間払込保険料に対して）でした。 
　この制度は昭和54年に発足して、Ｈ19年8月１日現在で322名（配偶者含む）
が加入している会員専用の制度です。 

団体定期保険（グループ保険） 

平成18年度は配当金が 
約20%ありました！ 
平成18年度は配当金が 
約20%ありました！ 

 TEL096ー343ー6400

新医療保険 

■ 団体定期保険 
充実した保障内容 
合理的な 死亡保障 の確保に！ 

　30年以上の長期にわたり、熊本県
歯科医師会で採用されている福利厚生
制度です。 

ニーズの高い 入院保障 が 
お手頃な保険料で 新登場！ 

■ 新医療保険 

熊本県歯科医師会 事務局　担当：田尻 

お問い合わせ 

随時加入できます 
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2日（日） 

4日（火） 

10日（月） 

18日（火） 

22日（土） 

　 

25日（火） 

歯科衛生士国家試験 

第25回常務理事会 

学院卒業式 

第26回常務理事会 

通常代議員会 

通常総会 

第13回理事会 

2008年明けましておめでとうございま
す。昨年は産地、原材料偽装、賞味期限の
改ざんなど食品偽装の問題が相次ぎ、世相
を表す漢字の「偽」という事でしたが、今
年は何か楽しく幸せになるような言葉にな
ればいいなーと思います。 

（H.Y） 
 


